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裏
路地

険
探

■
中
世
の
農
村
都
市
の
面
影
が
残
る
建た

き
の
や屋
を
歩
く
／
養
父
市
建
屋

山
名
四
天
王
・
太
田
垣
氏
の
本
拠
地
と
し
て
栄
え
た
町

お
地
蔵
さ
ん
や
名
号
塔
な
ど
の
石
造
物
が
数
多
く
残
る

中
世
の
農
村
都
市
の
面
影
を
た
ど
る
旅
へ
出
か
け
よ
う

　

の
ど
か
な
農
村
風
景
が
広
が
る
県
道

70
号
沿
い
。
清
ら
か
な
水
を
た
た
え
る

建た
き
の
や
が
わ

屋
川
と
相
ま
っ
て
、
時
間
が
止
ま
っ
た

よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ

の
流
れ
に
沿
っ
て
車
を
走
ら
せ
る
と
、い

く
つ
か
の
集
落
が
点
在
す
る
。
養
父
市

建
屋
は
昭
和
30
年
代
ま
で
建
屋
村
と
し

て
、こ
れ
ら
集
落
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

　

現
在
の
診
療
所
が
建
つ
場
所
は
か
つ

て
の
役
場
跡
地
。
今
で
も
小
学
校
、
郵

便
局
、
駐
在
所
、
農
協
な
ど
が
あ
り
、

マ
イ
カ
ー
が
な
か
っ
た
時
代
は
商
店
街
が

形
成
さ
れ
て
い
た
。

　
「
こ
こ
は
旅
館
だ
っ
た
家
で
す
。
こ
ち

ら
は
魚
屋
、
あ
そ
こ
は
造
り
酒
屋
、
鍛

冶
屋
さ
ん
…
。
私
の
子
ど
も
の
頃
は
約

半
数
の
家
が
商
売
を
営
ん
で
い
ま
し
た

ね
」
と
は
、
案
内
役
の
藤
原
弘
さ
ん
。

　

通
り
に
は
レ
ト
ロ
な
看
板
や
う
だ
つ
の

上
が
っ
た
家
々
が
見
ら
れ
、
藤
原
さ
ん
は

当
時
の
町
を
歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
に

お
店
の
職
名
を
教
え
て
く
れ
た
。

　

中
世
に
は
但
馬
守
護
・
山や

ま
な名
氏
を

支
え
た
太
田
垣
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
集
落
の
西
側
に

あ
る
尾
根
の
先
端
部
に
は
、
市
内
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
規
模
城
郭
「
建
屋
ウ

ス
ギ
城
」
が
築
か
れ
て
い
た
。
山
城
の
す

そ
野
に
は
「
殿と

の
や
し
き

屋
敷
」「
馬ば

ば場
」「
ビ
ク

ニ
畑
」
と
い
っ
た
地
名
が
残
り
、
規
模
の

大
き
な
城
郭
都
市
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
の
こ
と
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
平

成
15
年
の
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
埋
蔵

文
化
財
調
査
で
は
、
室
町
時
代
前
半
の

流
水
型
庭
園
跡
が
出
土
。
当
時
の
武

家
庭
園
文
化
の
先
端
を
行
く
庭
造
り

で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
中
世
に
武
士
が
台

頭
し
て
い
く
状
況
を
示
す
貴
重
な
遺
跡

と
さ
れ
て
い
る
。「
場ば

い
ち市

」
と
い
う
地
名

も
あ
り
、
周
辺
は
市
場
も
あ
っ
て
か
な

り
栄
え
て
い
た
そ
う
だ
。

　

集
落
内
に
も
太
田
垣
氏
ゆ
か
り
の
建

阿弥陀寺は約410年前の創建で、本堂は約230年前
に再建されたもの。江戸時代後期の高僧・徳本上人の塑
像が祀られている。徳本は念仏聖として知られ、各地に
「南無阿弥陀仏」と刻んだ名号塔が建立されている。

集落内に数多く残る「名号塔（左・中）」。名号塔は「南無阿弥陀仏」
の六字名号を彫った塔のことをいう。他にも地蔵や三界万霊塔
などの石造物が点在している。道路元標（右）は道路の起終点を
示し、大正9年に各市町村の中心地に設置された。

阿弥陀寺にある徳本行者の塑像。建屋小学校区
内には徳本上人の名号塔が10基も建立されて
いる。住民の信仰心の篤さがうかがえる。

建興寺は太田垣氏ゆかりの寺院。太田垣一族との関係
が分かる「両松寺妙見堂の棟札」が残されている。また、
明治初期には小学校として利用され、傍らには「建屋小
学校発祥の地」を記した石碑が佇んでいる。

至楯縫神社

至
朝
来
市（
播
但
連
絡
道
路
・
朝
来
Ｉ
Ｃ
）



11

URAROJI TANKEN

●「裏路地探険」参加募集
平成24 年1月14日（土）
10:00 〜 12:00

「旧神子畑鉱山を歩く」 
朝来市佐嚢神子畑

＊実施日の10日前までに、18
ページ掲載のＴ2編集部へ、
住所・氏名・年齢・電話番号・
「裏路地参加希望」とお書きの
上、ハガキで申し込みください。
開催は午前中、現地集合・現
地解散となります。申込締切日
後、案内を参加ご希望の方へ
送付致します。

物
が
残
る
。
建け

ん
こ
う
じ

興
寺
は
ウ
ス
ギ
城
主
で

あ
っ
た
太
田
垣
久
朝
の
位
牌
が
祀
ら
れ

て
い
る
寺
院
。一
族
が
戦
勝
祈
願
の
た
め

に
建
立
し
た
妙
見
堂
の
棟
札
も
保
管
さ

れ
て
い
る
。

　

城
跡
の
対
岸
に
あ
る
建
興
寺
の
周
辺

に
は
寺
院
が
連
続
し
て
建
て
ら
れ
て
お

り
、
戦
い
の
際
に
は
防
御
施
設
と
し
て

機
能
す
る
よ
う
に
配
置
し
た
と
さ
れ

る
。
現
在
も
西さ

い
き
ょ
う
じ

教
寺
、
阿あ

み

だ

じ

弥
陀
寺
と

３
ヶ
寺
が
軒
を
並
べ
、
寺
町
通
り
と
し

て
、
情
緒
あ
る
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

　

小
さ
な
町
に
３
つ
も
寺
院
が
あ
る
こ

と
か
ら
か
、
町
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
石

造
物
が
迎
え
て
く
れ
る
。
お
地
蔵
さ
ん
や

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
刻
ん
だ
名

み
ょ
う
ご
う
と
う

号
塔

な
ど
、
あ
ち
こ
ち
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
も
建
屋
の
町
並
み
の
特
徴
だ
。

　

地
元
の
人
の
信
仰
心
の
篤
さ
を
感
じ

ら
れ
る
建
屋
地
区
。
通
り
を
歩
け
ば
、

ど
こ
か
穏
や
か
な
空
気
が
集
落
全
体
に

広
が
っ
て
い
る
。
中
世
の
農
村
都
市
の

面
影
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。

案内役の
藤原 弘さん

川から引かれている道路沿
いを流れる水路。生野代官
の命により造られたと伝え
られ、かつては生活用水と
して使用されていた。

約410年前の創建とされる西教寺。
昭和49年には長持の中から蓮如上人
の御影像が発見された。塀には小窓が
空けられていて、大変味わいがある。
並び立つ３ヶ寺とも本尊は阿弥陀如来
で、正面は西向きに建てられており、
西方浄土を拝する形となっている。

建興寺

建屋小学校発祥の碑

至楯縫神社

建屋村長、兵庫県市町
村会長などを歴任した
木上慶蔵翁の顕彰碑

約 250 年前に建立され
たお 地 蔵さん。他の集
落からもお参りにくる。

西教寺阿弥陀寺

旧建屋小学校

大日如来を祀るお堂
名号塔・三界万霊塔

公民館

診療所
（旧村役場跡）

建屋川
県道 70 号

郵便局

名号塔

至
県
道
６
号
・
国
道
９
号

水路の起点

お堂は毎年4月中旬に
行われる「お走り祭り」
で、養父大明神の神輿
の宿泊場所となる。

須留ヶ峰

毎年11月には紅葉登山大会を開催

　ウスギ城跡至能座地区
京都府知事として琵琶湖疎水の
開発に尽力した北垣国道翁の生
家跡が残る。生家跡にある「ヒダ
リマキガヤ」は西日本最大で国の
天然記念物に指定されている。

オオサンショウウオ
が生息する清流とし
て知られている

古い養蚕住宅とその前にあ
る可愛らしいバス停がのどか
な雰囲気を醸し出している

かつて医院として
活躍していた歴
史のある看板

名号塔駐在所

道路元標
お地蔵さん

公民館は北垣国道の一
族が移り住んだ邸宅跡
に建設された。かつて
は結婚式が挙げられる
ことも多かった。

造り酒屋跡

ウスギ城跡の山すそ一帯には中世の城
郭都市があった。庭園跡が発掘され、
中国製や日本各地の焼物が出土。青銅
製のウサギの水滴は珍しい遺物で、活
発な交流があったと考えられている。

パン工房こうめや
自家製天然酵母を使用
し、100％国産小麦で
焼き上げたパンが人気。

至
建
屋
小
学
校


